
増水した十勝川（すずらん大橋より）（8/31）

平成２８年台風１０号災害について
資料 ３

１ 帯広市の被害の概要

畑の冠水・流出 ４４７ｈａ

橋梁の崩落 ２橋

道路被災 ３５箇所

河川敷運動施設の冠水 ８５ｈａ

リバーサイドゴルフ場の冠水 ７０ｈａ

住家被害 床上浸水３件

床下浸水２４件 等

倒木被害 １２９本以上（山林除く）

札内川河川敷ソフトボール場 十勝川リバーサイドゴルフ場
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写真提供：株式会社パスコ
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中島町（札内川・戸蔦別川の合流点）の被災写真
橋梁の崩落（岩内町明星橋）
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西４条北２丁目付近

8/21 台風11号通過後

伏古別川（木賊原樋門上流側）

8/31 台風10号通過後

開発局・民間企業によるポンプ排水
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11：38 大雨警報発表

11：49 土砂災害警戒情報発表

18：00 北栄小に避難所を開設

木賊原樋門周辺住民に

「避難準備情報」発表

20：00 札内川沿いの11箇所に避難所を開設

札内川沿いの住民に対し「避難準備情報」発表

21：55 川西中学校に避難所を開設

02：20 「帯広市災害対策本部」設置

02：30 札内川沿い住民に対し「避難準備情報」から「避難勧告」に変更

03：45 十勝川沿い住民に対し「避難勧告」発表

11：12 大雨警報解除

12：00 危険水位を下回り、その後の水位の低下が見込まれたため避難勧告解除

21：20 全ての避難所を閉鎖

２ 帯広市の対応

8/30（火）

8/31（水）

災害対策本部事務局の状況（５階執務室）

リエゾン（開発局、自衛隊）
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３ 帯広市の対応に関する意見

＜市民・議会・職員から出されている意見＞

避難情報等の市民周知 避難所・備蓄品 その他

市民

議会
・ 真夜中の避難勧告発令で

は対応できない。

・ 広報車のアナウンスが聞

こえなかった。

・ 緊急速報メールがタイム

リーに届かなかった。

・ 自分が避難すべき避

難所がわからなかった。

・ 避難所で誰が市職員

かわからなかった。

・ 避難所では気象見通し

や河川の状況等の情報

が入らず不安だった。

・ 様々な分野で防災

協定の締結を進める

べき。

職員 ・ 広報車でのアナウンスの

例文を予め決めておくべき。

・ 緊急速報メールの配信手

順を平時より確認するべき。

・ 避難所と災害対策本

部との連絡体制を決め

ておくべき。

・ 災害対策本部内の

職員の業務分担を決

めておくべき。

・ 災害対策本部と庁

内各部署との連絡手

段を整備すべき。

○ マニュアルの不備・不整備

・水害時の避難勧告発令 ・災害対策本部の設置・運営 ・広報車両の運行

・避難所開設・運営の初動対応

○ 各職員のマニュアル習熟不足

○ 市民への防災意識の普及・啓発不足

＜考えられる要因＞
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４ 台風10号後の帯広市の対応

＜既に実施済みのもの＞（２８年度補正予算）

避難情報等の市民周知 備蓄品の充実 その他

・広報用車載スピーカーの

購入：３台

※既存分と合わせて１０台

・毛布、アルミロールマットの

充実

・備蓄用多機能ラジオ、職員

用防災ベストの購入

・体験用段ボールベッド、

段ボールパーテーション

の購入

○ マニュアルの作成・修正

・ 水害時の避難勧告等発令マニュアルの作成

・ 災害対策本部の設置・運営マニュアルの作成

・ 広報車両による広報マニュアルの作成

・ 避難所運営マニュアルの修正（初動期の作成）

○ 各種マニュアルに沿った職員向け研修等の実施

○ 台風10号被害を盛り込んだ防災啓発ＤＶＤの作成と出前講座等での活用

＜今後実施する予定のもの＞

「自助」「共助」「公助」がそれぞれの役割を果たした、

“災害に強いまちづくり”を進めます 6


